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村

有

著

『
海
上
保
険
契
約
論
』

今

加

作

藤

由

今
村
氏
が
長
崎
高
商
の
保
険
串
の
教
授
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
で
な

い
が
、
自
阿
山
博
士
の
門
下
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
ぬ
人
が
あ
る
か
も
知
れ

ぬ
。
私
け
同
氏
の
人
と
な
り
は
よ
く
知
ら
ぬ
が
、
繋
て
其
の
路
上
保
険
に

闘
す
る
研
究
が
本
格
的
で
あ
り
、
共
の
態
度
の
民
単
な
る
こ
と
は
よ
く
承

知
し
て
居
る
。
民
は
先
年
共
同
海
損
法
論
を
公
に
せ
ら
れ
、
今
岡
又
海
上

保
険
契
約
論
(
上
巻
)
を
上
梓
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
実
の
内
容
は
何

れ
も
綿
密
な
る
理
論
的
研
究
で
あ
り
、
疏
石
青
山
博
士
の
慌
を
汲
ん
だ
製

者
た
る
こ
と
を
領
か
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
氏
も
海
上
保
険
契
約
論
で
い

っ
て
居
ら
れ
る
通
り
、
従
来
の
様
に
隻
際
の
研
究
と
か
慣
行
の
骨
格
重
と
か

い
ふ
名
目
で
酸
味
な
研
究
を
槙
け
て
居
つ
て
は
速
か
ら
ず
本
問
中
は
之
が
研

究
に
従
事
す
る
皐
者
諸
共
、
闘
争
界
よ
り
葬
り
去
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
。
幸

ひ
に
一
一
一
一
一
の
同
志
も
あ
っ
て
何
う
か
こ
う
か
現
在
之
を
喰
止
め
得
た
こ
と

は
私
と
し
て
無
上
の
喜
び
で
あ
る
が
、
今
回
又
今
村
氏
の
如
舎
虞
面
目
な

る
共
鳴
者
を
得
て
一
唐
力
強
く
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
に
就
て
私
は

従
来
所
謂
商
業
串
的
海
上
保
険
串
を
謹
動
機
の
な
い
飛
行
機
、
叉
般
令
あ

っ
て
も
米
掲
用
の
震
動
機
を
碕
へ
た
飛
行
機
に
警
へ
て
居
っ
た
の
で
ら
め
る

が
、
愈
・
4

時
節
到
来
今
村
氏
の
様
な
人
々
が
韻
々
出
て
来
て
之
で
漸
ぐ
貿

用
に
供
し
得
る
飛
行
機
が
出
来
上
る
様
に
な
っ
て
も
こ
れ
か
ら
が
大
盤
で

あ
る
。
英
の
性
能
の
向
上
、
航
槙
力
の
培
準
、
理
論
に
於
て
本
間
然
す
る

と
こ
ろ
が
な
い
が
、
質
際
に
主
役
立
つ
と
い
ふ
本
物
を
作
り
出
す
事
は
容

易
で
な
い
。
之
は
要
す
る
に
お
互
に
提
携
、
切
睦
琢
腕
聞
の
功
に
待
つ
外
な

い
の
で
あ
る
。
今
同
氏
の
出
服
さ
れ
た
海
上
保
険
契
約
論
上
径
は
恐
ら
く

は
三
部
作
の
一
を
偏
す
も
の
で
あ
ら
う
が
、
本
経
で
は
海
上
保
険
固
有
の

問
題
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
一
般
損
害
保
険
の
根
本
問
題
に
闘
す
る
も
の
を

取
扱
っ
て
居
ら
れ
る
。
印
ち
海
上
保
険
契
約
の
意
義
、
海
上
保
険
詮
務
、

路
上
保
険
契
約
の
致
力
、
被
保
険
利
盆
及
び
保
険
償
額
等
の
問
題
之
で
あ

る
。
本
文
王
百
十
四
頁
、
ま
こ

'a
に
堂
冷
た
る
大
著
で
あ
る
。
然
し
仔
細

に
内
容
を
検
討
し
て
行
く
と
色
々
と
不
満
や
今
一
息
と
思
は
れ
る
貼
が
数

々
一
控
日
泊
さ
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
前
越
の
所
謂
切
嵯
琢
障
の
意
味
で
其
の
一
一

三
に
就
て
遠
慮
な
く
批
-
評
の
筆
を
加
へ
る
こ
と
ふ
す
る
が
、
幸
ひ
に
私
の

民
意
を
汲
ん
で
頂
け
ば
結
栴
で
あ
る
。

(
↓
)
私
は
曾
て
損
害
保
険
研
究
(
十
三
年
五
月
続
)
で
著
者
が
同
誌

で
謹

J

表
さ
れ
た
被
保
険
利
盆
及
び
保
険
償
額
に
閲
す
る
墜
設
を
論
評
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
岡
本
著
を
公
に
さ
れ
た
に
就
て
氏
は
之
を
如
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何
に
取
扱
っ
て
居
ら
れ
る
で
ら
ら
う
か
と
多
大
の
期
待
そ
以
て
迎
へ
た

が
、
殆
ん
ど
反
臨
な
く
、
大
部
分
前
同
の
主
張
を
某
の
俸
取
り
入
れ
る
の

89 

を
知
っ
て
失
望
の
感
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
た
H
A

前
回
よ
り
も
多
少
其
の

碕
特
の
車
誌
を
稽
健
に
さ
れ
た
姑
が
あ
る
の
と
、
従
来
の
主
張
を
誌
で
一

暦
詳
ら
か
に
さ
れ
た
描
と
は
本
間
に
閲
す
る
今
回
の
収
穫
と
い
へ
ば
い
へ

る
。
著
者
は
本
書
に
於
て
も
被
保
険
利
益
の
本
質
は
財
産
財
と
せ
ら
れ
る

こ
と
に
於
て
は
鑓
り
は
な
い
が
(
一
二
五
頁
)
、
此
の
前
私
が
然
ら
ぽ
責
任

の
被
保
険
利
益
の
如
き
は
本
設
で
は
説
明
出
来
な
い
が
何
う
す
る
気
か
と

い
ふ
反
問
を
提
出
し
た
に
針
し
、
次
の
如
ぎ
同
容
が
本
著
(
ニ
ニ
ニ
頁
)

に
出
て
居
る
。
即
ち
「
:
:
:
責
任
保
険
に
於
け
る
利
益
の
存
在
は
賃
在
的

に
一
目
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
此
の
場
合
保
険
的
保
護
の
目
的
は
貿
在

ず
る
も
の
に
非
ず
し
て
事
故
の
謹
生
に
よ
り
て
始
め
て
認
識
し
得
る
。
従

て
保
険
的
保
龍
の
目
的
と
し
て
被
保
険
利
益
に
統
一
的
概
念
を
奥
へ
ん
と

す
れ
ば
、
凡
て
の
保
険
に
於
て
趨
切
な
る
概
念
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

の
統
一
的
概
念
は
動
恥
弘
勝
山
齢
世
間
と
し
て
の
観
描
に
「
利
益
」
の
閤
念

を
求
む
べ
き
で
為
る
」
(
傍
鮎
加
藤
)
私
は
此
を
讃
ん
で
著
者
は
よ
く
斯
様

な
矛
盾
に
輔
ち
た
こ
と
を
卒
気
で
い
っ
て
居
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
一

盟
著
者
は
被
保
険
利
益
の
本
質
は
財
産
財
な
り
と
い
っ
て
居
る
の
か
、
そ

れ
と
も
費
生
可
能
の
損
害
で
あ
る
と
い
っ
て
居
る
の
か
。
前
の
設
が
英
の

民
意
な
ら
ば
自
分
で
も
い
っ
て
居
ら
れ
る
湿
り
責
任
保
険
に
於
て
は
被
保

書

評

司，

険
利
益
は
賓
在
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
被
保
険
利
益
な

き
と
こ
ろ
保
険
な
し
と
い
ふ
損
害
保
険
の
根
本
原
則
に
反
す
る
か
ら
麗
生

可
能
の
損
害
こ
そ
五
に
利
益
の
間
念
を
篤
す
も
の
で
あ
る
と
ま
る
で
掌
を

返
す
が
知
〈
い
び
直
し
て
居
ら
れ
る
。
之
で
は
初
心
者
は
英
の
開
趨
に
誌

は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
ら
る
。
本
来
財
産
財
設
も
謹
生
可
能
損
害
設
も
別

・4
の
も
の
で
叉
各
管
唱
へ
ら
れ
た
墜
詰
で
あ
っ
て
そ
れ
ら
を
乗
り
越
へ
乗

り
越
へ
今
日
「
関
係
訟
」
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
之
等
の
事
情
は
被
保
険

利
盆
皐
誘
端
技
展
の
跡
を
お
調
に
な
れ
ば
自
ら
納
得
の
行
く
筈
で
あ
る
。
向

私
は
別
稿
と
し
て
被
保
険
利
益
準
設
設
展
史
た
る
も
の
を
護
表
し
た
か
ら

御
覧
に
な
り
た
い
。
著
書
は
自
分
の
読
は
阿
佐
u
y
の
設
に
よ
っ
た
も
の
で
.

同
氏
は
頭
脳
開
設
の
聞
学
者
だ
か
ら
間
遠
い
な
い
と
い
っ
た
様
な
こ
と
を
い

っ
て
居
ら
れ
る
が
(
ニ
ニ

O
頁
註
二
三
氏
の
所
前
は
岡
山
国
各
の
訟
の
誤
解

に
基
く
も
の
で
ゐ
る
。
成
る
程
同
氏
は
H
H
H

窓
窓
理
由
の
本
質
を
説
く
に
蛍

り
順
次
色
々
の
準
設
を
緊
げ
て
居
る
が
最
後
に
「
利
盆
と
は
一
定
人
が
損

害
が
愛
生
せ
.
き
る
な
ら
ば
有
ず
べ
き
も
の
(
利
益
)
」
(
出
号
混
血
血
申

Z

E
団
]
巾
民
側
司
、
雪
国
含
面
白
与
す

E

E酢

(
E
σ
g
託
与
池
宮
Z
5
U

4
『
巾

B
Q
-
R
m口
EQO
昆
ロ
宮
市
山
口

E
S
)
と
い
ふ
準
設
に
落
付
い
て
居
る

の
で
あ
る
(
自
習
Y
同
喜
一
山
富
島
常
国
甲
山

4己
4
3向
島
市
自
者
5
0
Z

で国
ド・4

ド とコ
イ。

ツ此
での
は設
。目。3ザ

官薗
がで
.. f士
宮青
吋山

ヨ博
主主
営経
『文t

t実
ゐ石
賃居

i主
r る

EZ も
誌の
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橋

前

議

策
三
巻

策
四
鋭
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に
於
て
曾
て
唱
へ
た
準
設
で
あ
る
。
そ
れ
を
思

5一
口
宮
高
理
か
改
善
し

た
も
の
で
、
氏
の
い
は
れ
る
様
に
岡
山
田
診
が
毘
弓

g
z
aの
理
論
を
一

歩
港
め
た
も
の
で
な
い
。
エ
氏
自
ら
も
キ
氏
が

]
[
Z
Z出
ぬ
の
法
律
雑
誌
に

護
表
し
た
同
氏
の
所
論
を
攻
撃
し
て
居
る
位
で
あ
る
(
宮
田
町
θ
忌

2
2・

田
吉
山
5

4

2・a岳
2
5何
回

H
g
Z
5
5
明
脚
設
問
)
。
更
に
又
キ
氏
が

「
利
益
百
号
同
市
園
田
巾
)
と
は
損
害
が
謹
生
せ
ず
と
せ
ば
有
す
べ
き
利
盆

(
J
1
2
窓
口
)
」
と
い
っ
て
居
る
の
を
何
か
危
険
に
脅
か
さ
れ
た
る
財
産
の

こ
と
を
い
っ
て
居
る
様
、
氏
は
了
解
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
全
く
逗

ふ
。
被
保
険
利
益
と
い
ふ
場
合
の
利
益
と
は
積
極
的
、
部
ゆ
り
一
普
通
の
意
味

に
於
け
る
利
益
で
な
〈
し
て
、
今
損
害
の
護
生
を
偲
定
し
て
英
の
無
事
な

る
股
態
を
想
へ
ぽ
そ
こ
に
消
極
的
な
一
一
極
の
利
益
の
存
在
を
認
め
得
る
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
之
が
キ
氏
の
い
ふ
、
利
益
(
被
保
険
利
益
に
非
ず
〉
は

消
極
的
色
移
を
持
つ
色
。
四

2
E品
。
巾
吋
慰
問
民
向
。

-
a
F
g
g
3

・
・
:
:
唱
乱
覆

g
g田
国
自
色
自
号
冊
目
安
巾
思
吋
吉
田
崎
u

関
宮
げ
向
上
)
と

い
ふ
震
の
意
味
で
あ
る
。
然
し
斯
様
な
こ
と
は
欝
へ
ば
如
何
な
る
食
乏
人

J
m
借
金
を
負
へ
る
人
よ
り
金
持
で
あ
る
と
い
ふ
と
一
般
、
普
通
の
見
方
で

い
へ
る
こ
と
で
な
い
。
即
ち
損
害
の
間
念
を
間
賠
を
一
段
引
下
げ
て
利
益

と
見
た
ど
け
で
結
局
は
「
被
保
険
利
益
即
ち
損
害
」
読
の
塑
形
せ
る
も
の

に
外
な
ら
な
い
。
元
来
此
の
請
は
ド
イ

γ
普
通
法
か
ら
来
た
も
の
で
、
民

法
の
損
害
賠
償
に
於
て
は
利
谷
本
損
害
も
結
局
同
一
一
観
念
で
あ
る
か
ら
よ

(
回
目

8
2
3♂

zzzor

E
M
F
N∞
)
、
保
険
の
方
で
は
損
害
護
生
前
被
保
険
利
益
の
存
在
を
必
要

と
す
る
か
ら
事
柄
が
函
倒
に
な
る
。
従
て
現
代
で
は
ド
イ
ヅ
に
於
て
は
キ

氏
以
外
に
何
人
も
採
用
し
て
居
な
い
準
設
で
み
め
る
。
此
の
賠
に
闘
し
て
も

今
村
教
授
は
キ
氏
の
設
は
託
時
盆
#
其
の
支
持
者
を
得
つ
L
あ
る
と
い
っ

て
我
野
津
及
び
大
橋
の
ご
墜
者
を
翠
げ
て
居
ら
れ
る
が
(
ニ
ニ

O
頁
註

L 、
zぅ:

。
巾
国
国
民
『
肉
巾
己
目
0
7
8
別

g
v
a
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ニ
)
、
肝
心
の
キ
氏
の
お
膝
下
で
は
英
の
後
一
人
の
渇
随
者
も
な
い
事
貨

を
蒋
者
は
何
号
見
ら
れ
る
か
。
キ
馬
か
回
一

g
s
z
o
v
z
gを
出
し
て
か

ら
で
も
出
柏
戸
時
2
d
司令曲目。
-
5
2ロ宮司巾白
Z
H
C
M♂
臼
川
喜
一
切
広
窓
♂
己
主

H
H
2
E
R
H
2
m
U
2巾混円。}戸市『ロロ明

HCN品
、
目
。
山
岡

E
口F
H
)
P国

4
巾吋田山口}戸市『ロロ向田吋叩口
Z
H
C印。

"
h
u
u
回
目
巾
H
H
N

当時

F
J「巾吋低
0
7
2・

5
m国
語
ユ

g
岡田窓口
V
酔

HOU♂
臼
叶
町
一
出
品
巾
ロ
u
H
)
a
m
w巾巾
4
巾円

a
o
Z
E出向拍
a

『
巾
口
宮
凶
器
♂

g
等
で
ド
イ
ヲ
一
流
墜
者
が
槙
h

諸
大
な
る
保
険
法
論

を
出
し
て
何
れ
も
闘
係
設
を
採
用
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
我
園
だ
っ
て

近
時
瀧
谷
、
北
村
、
一
ニ
倉
の
諸
事
者
が
筆
を
揃
へ
て
聞
係
設
を
支
持
し
て

居
ら
れ
る
事
貨
を
承
知
し
て
居
ら
れ
ん
欝
で
も
あ
る
ま
い
。
故
意
か
怠
慢

か
知
ら
ぬ
が
、
何
れ
に
し
て
も
事
貨
を
曲
げ
て
の
自
読
擁
謹
は
撃
者
と
し

て
最
も
非
難
さ
る
べ
ぎ
事
柄
で
あ
る
。
情
事
賓
の
歪
曲
と
い
へ
ば
英
闘
に

於
て
被
保
険
利
益
の
意
義
を
確
定
し
た
門
担
当
窓
口

g
判
事
の
有
名
な
る
判

】

V
『
日
4

一.白4
訂

決

(
F
2
2
5
4・。
3
2
p
z
z
c
c
)
さ
え
恰
も
著
者
の
「
財
産
財
」
説



を
採
れ
る
が
如
く
記
越
し
て
あ
る
が
(
二
二
三
頁
註
二
三
木
判
決
が
閥
係

設
を
採
れ
る
も
の
な
る
こ
と
は
自
分
で
原
書
が
讃
め
る
人
な
ら
ば
直
ち
に

理
解
で
き
よ
う
。

私
が
斯
様
に
被
保
険
利
益
の
意
義
を
八
ケ
間
敷
い
ふ
の
は
賓
際
之
が
確

定
さ
れ
て
居
な
い
限
り
到
底
之
か
ら
出
謹
す
る
保
険
償
額
の
意
義
、
共
の

評
侵
方
法
、
さ
て
は
保
険
者
の
負
援
す
べ
き
損
害
等
一
切
の
問
題
が
正
し

〈
解
決
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
関
係
訟
に
よ
れ
ば
被
保
険
利
盆
の
本
質

換
言
す
れ
ば
利
益
の
意
義
は
人
と
物
と
の
関
係
と
い
ふ
形
式
的
(
寅
在
)

観
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
経
済
上
の
損
害
を
奥
ふ
る
属
性
を
有
ナ
る

E

も
の

で
あ
る
(
之
が
被
保
険
な
る
形
作
詞
の
意
義
)
と
解
す
る
か
ら
、
被
保
険

利
益
論
の
内
容
又
は
賞
質
は
結
局
損
害
論
と
な
る
罪
で
あ
る
(
海
上
保
険

の
如
き
は
別
)
。
然
ら
ば
上
掲
各
種
問
題
は
原
則
と
し
て
民
法
の
損
害
賠

償
の
原
則
に
従
て
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
斯
く
し
て
極
め
て
庚

潤
、
自
由
な
天
地
が
聞
け
て
来
る
の
で
あ
る
。
此
の
貼
が
理
解
さ
る
れ
ば

保
険
償
額
-
評
債
の
問
題
も
其
の
脚
良
質
は
損
害
評
債
の
問
題
に
揮
す
る
こ
と

J
R
分
る
し
、
特
別
償
額
、
北
田
遜
償
額
に
山
到
す
る
著
者
の
反
針
も
立
ち
所
に

消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
殊
に
保
険
償
額
許
僚
の
問
題
ば
経
済
問
中
の
優
位

論
の
問
題
だ
な
ど
と
(
三
六

O
頁
)
突
飛
な
こ
と
を
い
ひ
出
す
必
要
も
な

く
な
る
。
私
は
著
者
の
様
に
何
か
シ
コ
リ
の
あ
る
問
中
者
に
は
あ
の
の
び
の
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び
し
た
三
倉
氏
の
論
文
(
十
一
一
一
年
八
月
続
四
一
一
貝
以
下
損
害
賠
償
と
保
険

主宰

喜平

と
の
比
較
の
攻
〉
を
熱
讃
玩
味
さ
れ
ん
こ
と
を
お
動
め
す
る
。
制
限
紙
教

が
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
後
は
端
折
る
。

( 

一一) 

著
者
は

E
Z
g酢

H
E
$
2
0
2
H
5
5
5
と

E
Z
g酢

C
同

と
を
何
れ
も
利
益
と
解
さ
れ
て
居
る
が
(
一
二

0
2
一
一
只
)
、
誤

謬
で
あ
る
。
前
者
は
我
保
険
の
目
的
に
、
後
者
は
保
険
契
約
の
目
的
に
該

蛍
す
る
こ
と
は
多
少
英
法
を
や
っ
た
人
な
ら
承
知
し
て
照
る
告
で
あ
る
。

皐
な
る
僚
文
の
文
字
の
比
較
か
ら
論
じ
て
攻
撃
さ
れ
て
は
回

Z
2
や
C
自

己
記
酔
包
込
岳

2
4
等
の
墜
者
も
た
ま
ら
ぬ
(
一
ニ

O
一
三
氏
註
一
)
。

此
の
場
合
に
限
ら
ず
、
今
少
し
先
輩
一
流
皐
者
の
所
設
を
理
解
し
た
上

で
論
じ
て
貰
ひ
た
い
と
思
へ
る
個
所
が
外
に
も
少
く
な
い
。
理
論
上
確
定

し
て
居
る
こ
と
は
確
定
し
て
居
る
様
に
解
す
る
の
が
社
舎
に
封
ず
る
問
中
者

ロ
岡
田
口
司
笛
同
一
口
市

の
責
任
で
あ
る
。

本
書
四
宝
頁
註
四
は
私
が
海
上
危
険
論
中
(
一

O
五
頁
)
に

「
倉
庫
ヨ
リ
倉
庫
マ
デ
」
約
款
が
挿
入
さ
れ
た
る
場
合
海
上
保
険
者
に
よ

わ
負
携
さ
れ
る
陸
上
危
険
は
商
法
第
六
五
三
僚
に
所
謂
航
海
に
闘
す
る
事

故
に
包
含
さ
れ
る
と
一
式
へ
る
に
野
し
、
そ
れ
ば
私
が
質
際
上
の
契
約
に
よ

力
行
は
れ
て
居
る
海
上
保
険
と
本
質
上
の
海
上
保
険
と
を
混
同
せ
る
も
の

と
し
て
非
難
し
て
居
ら
れ
る
。
然
し
之
は
著
者
が
航
海
に
闘
す
引
事
故
の

内
容
を
そ
の
時
、
そ
の
時
に
於
け
る
取
引
の
観
念
に
よ
り
定
め
よ
う
と
す

る
商
法
の
趣
旨
に
気
が
付
か
れ
な
い
矯
め
生
じ
た
誤
解
で
あ
る
。
斯
る
場

( 

一一、ー〆
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ム
ロ
に
管
や
っ
て
居
っ
た
狭
義
の
海
上
保
険
が
本
来
の
も
の
で
現
今
の
も
の

が
契
約
上
の
も
の
で
あ
る
、
其
の
聞
に
分
け
隔
を
す
る
の
は
そ
れ
こ
そ
質

際
の
超
過
と
商
法
の
理
論
的
解
轄
と
を
渇
同
ぜ
る
も
の
で
あ
る
。

(
四
)
著
者
は
海
上
被
保
険
利
盆
を
定
義
し
て
舵
舶
又
は
積
荷
に
闘
す

る
利
益
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
船
舶
又
は
積
荷
が
航
海
に
闘
す
る
事
故
に

国
り
喪
失
又
は
段
損
し
た
る
場
合
に
於
て
同
時
に
喪
失
又
は
間
以
損
す
る
が

如
品
川
利
益
で
あ
る
。
従
て
例
へ
ば
海
上
危
険
麓
生
の
結
果
航
海
遅
延
し
て

生
ず
べ
き
舵
舶
利
用
利
盆
の
損
害
と
か
或
は
叉
同
様
の
究
合
に
於
て
改
正

関
税
法
の
趨
用
に
よ
り
荷
主
が
儀
分
に
支
挑
ふ
に
至
る
べ
き
閲
抵
(
ニ
七

二
頁
〉
等
に
艶
す
る
被
保
険
利
盆
は
海
上
被
保
険
利
益
で
な
い
と
設
か
る

(
四
八
頁
)
。
然
し
な
ぜ
斯
様
に
窮
屈
に
考
へ
な
〈
で
は
な
ら
な
い
の
か
。

一
般
被
保
険
利
益
構
成
の
原
則
に
よ
れ
ば
般
舶
又
は
積
荷
又
は
之
等
に
準

ず
べ
ぎ
物
(
海
上
保
険
の
目
的
)
に
海
上
危
険
(
海
上
危
険
の
中
に
は
抑

留
英
の
他
破
壊
力
を
伴
は
な
い
も
の
も
あ
る
)
が
謹
生
す
る
こ
と
に
国
り

一
定
人
に
損
害
(
期
待
し
得
べ
き
牧
益
の
喪
失
の
場
合
で
も
、
飴
分
に
支

出
す
べ
き
費
用
の
場
合
も
可
)
を
奥
ふ
る
虞
あ
る
期
る
人
と
物
と
の
関
係

は
憾
で
海
上
被
保
険
利
盆
た
り
得
る
で
は
な
い
か
。
た
ピ
共
同
海
損
八
長

責
任
又
は
衝
突
責
任
の
場
合
に
於
け
る
如
く
責
任
の
損
害
の
と
き
は
海
上

危
険
の
代
り
に
責
任
危
険
が
原
因
と
な
る
か
ら
海
上
被
保
険
利
益
た
り
得

な
い
だ
け
で
あ
る
(
向
上
)
。
誌
で
も
第
一
に
著
者
の
被
保
険
利
益
の
観
念

に
針
す
る
認
識
不
徹
底
が
災
し
て
居
る
が
、
其
の
他
深
備
知
識
と
し
て
海

上
危
険
の
意
義
、
責
任
保
険
の
意
義
雄
市
各
方
面
の
研
究
が
十
分
に
行
は
れ

て
居
な
い
と
き
に
は
之
だ
け
の
問
題
だ
け
で
も
到
底
本
蛍
の
解
決
は
得
ら

れ
な
い
。
(
一
四
、
二
、
三
)
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